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た
新
し
い
魚
津
の
ま
ち
づ
く
り

合
計
画
の
基
本
計
画
を
作
り
ま
す

魚
津
市
総
合
計
画

魚
津
市
の
将
来
像
を
描
き
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
施
策

や
目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
方
針
を
示
し
た
も
の
で
す
。

基
本
構
想

長
期
に
わ
た
る
市
政
運
営
の
指
針
、
基
本
理
入
念
で
す
。

将
来
像

「
水
と
緑
に
つ
つ
ま
れ
た
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
」

将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の

3
つ
の
基
本
目
標

下
l
調
和
の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち

丁
ー
明

日

を

築

く

豊

か

な

ま

ち

「
ー
文

化

の

香

り

す

向

い

ま

ち

基
本
計
画

基
本
構
想
を
具
体
化
す
る
た
め
の
長
期
的
、
総
合
的

な
諸
施
策
を

5
年
間
単
位
で
定
め
た
も
の
で
す
。

現
在
の
計
画
は

7
年
度
で
終
了
し
、
新
た
に
8
年
度
か
ら

ロ
年
度
ま
で
の
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

実
施
計
画

基
本
計
画
で
定
め
ら
れ
た
諸
施
策
を
年
度
別
に
明
記

し
た

3
年
間
単
位
の
事
業
計
画
で
す
。

a 



魚
津
市
総
合
計
画
の
第

6
次
基
本
計
画
が
来
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

市
で
は
、
総
合
計
画
が
魚
津
市
の
未
来
づ
く
り
の

基
本
と
な
る
も
の
だ
け
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
な
っ
て
計
画
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
、

6
月
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
e

つ

く
り
の
方
向
性
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

調
査
で
は
、
魚
津
は
住
み
や
す
い
け
れ
ど
も
活
気

に
乏
し
い
、
今
後
、
余
暇
施
設
や
観
光
施
設
を
整
備

し
、
若
者
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
べ
き
だ
、

な
ど
の
結
果
が
で
ま
し
た
。

-魚津市は住みやすいですか?

住みにくい 3.0%

やや住みにくい

7.5% 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、

は
歳
以
上
の
男
女

l
、
5
0
0
人

を
無
作
為
に
選
ぴ
、

6
月
ほ
日

j
n日
に
郵
送
・
回
収
に
よ
り

実
施
し
ま
し
た。

有
効
回
収
率

は
印
・

5
%
と
な
り
、

7
5
7
人

(
男
性
初
人
、
女
性
側
人
)
よ
り

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そう思う

-魚津市のイメージは?
町田& あまり やや
心、わない思、わない そう思う

個性的なまち 1 : --......1 

落ち着いたまち 1 1 --...ヲ ， 

清潔なまち I jM' 

楽しし、まち : ~ 

文化的なまち I I 弘-J
ι _J._____ーー-_1_-=・』ー_____1._

自然豊かなまち I : 1--ヲ
人情味のあるまち 1 1 ~ : 

明るいまち I ; 沖〆 ; 

発展するまち I : < I : 

歴史的なまち I ; 冷 ( 

魚
津
は
住
み
や
す
い

け
れ
ど
、
活
気
が
・

日

魚
津
は
住
み
や
す
い
で
す
か
?

パ
」

住
み
続
け
た
い
で
す
か
?

住
み
よ
い
、
ま
あ
ま
あ
住
み
ょ
い
と

7
割

近
く
の
人
が
答
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
7
割
以
上
の
人
が
、
現
在
の
場
所

に
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
、
で
き
る
こ
と
な

ら
住
み
続
け
た
い
と
答
え
て
お
り
、
定
住
意

向
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
市
内
の
他
の

場
所
へ
の
移
住
希
望
も
含
め
る
と
、
8
割
近

い
人
が
市
内
居
住
希
望
者
で
す
。

特
に
、
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
、
そ

の
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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-魅力あるまちになってきましたか?

30 20 10 。

魅力がなくな
った

魅力あるまち

少し魅力ある
まち

変わらない

わからない

無回答

逆
に
市
外
転
出
希
望
者
は

l
割
を
超
え
て

い
ま
す
。

査

生
活
環
境
の
満
足
度
は
?

医
療
施
設
な
ど
の
健
康
面
や
安
全
面
な
ど

の
環
境
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
、
肯
定
的

な
結
果
が
出
ま
し
た
。

一
方
で
、
若
者
が
活

動
す
る
環
境
や
、
公
園
な
ど
の
子
供
を
育
て

る
環
境
に
つ
い
て
は
不
満
を
示
し
て
い
ま
す
。

別
の
質
問
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
ご
み
処

理
の
充
実
を
求
め
る
声
も
強
く
あ
り
ま
し
た
。

直

魚
津
の
イ
メ
ー
ジ
は
?

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
ほ
ぼ
全
体
に

共
通
す
る
特
徴
が
現
れ
ま
し
た
。

自
然
が
豊
か
で
、
人
情
味
が
あ
り
、
落
ち

着
い
た
ま
ち
だ
。
し
か
し
、
個
性
や
楽
し
き

が
感
じ
ら
れ
ず
発
展
性
が
な
い

、
と
い
う
も

の
で
す
。

七
4
1
5
年
前
と
比
べ
て

バ
L

魅
力
あ
る
ま
ち
に
な
っ
て
き
ま
し
た
か
?

変
わ
ら
な
い
、
が
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

肯
定
的
に
と
ら
え
る
人
が

3
分
の

l
以
上
い

る
反
面
、
か
え
っ
て
魅
力
が
な
く
な
っ
た
と

い
う
ひ
と
も
1
割
を
超
え
ま
す
。

年
齢
的
に
は
、

ω歳
以
上
の
約
1
割
の
方

が
、
魅
力
あ
る
ま
ち
に
な
っ
て
き
た
と
答
え

て
い
ま
す
。
少
し
は
、
と
い
う
方
も
含
め
る

と
、
肯
定
的
な
音
ル
見
が

5
割
を
超
え
て
い
ま

す
。
そ
の
率
は
年
齢
が
低
く
な
る
ほ
ど
下
が

り
ま
す
が
、

ω歳
未
満
の
方
で
も
2
割
を
超

え
て
い
ま
す
。

a 



活
力
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

現
在
の
魚
津
市
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
教

育
環
境
や
農
林
業
振
興
面
は
ま
あ
ま
あ
進
ん

で
い
る
が
、
余
暇
、
観
光
施
策
の
整
備
や
市

街
地
開
発
が
遅
れ
て
い
る
と
の
結
果
が
出
ま

し
た
。

こ
れ
ら
は
、
今
後
の
課
題
と
な
る
施
策
で

も
上
位
を
占
め
て
お
り
、
市
街
地
開
発
は
、

2
番
目
の
課
題
施
策
と
し
て
は

1
位
に
な
っ

て
い
ま
す
。

1
番
目
の
課
題
と
し
て
は
下
水
道
、
医
療

整
備
、
福
祉
対
策
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
安
心
し
て
健
康
的
に
暮
ら
せ
る
生

活
基
盤
を
整
え
、
あ
わ
せ
て
活
気
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

-課題となる施策 (上位10項目)

図 課題となる施策第 1位

口 課題となる施策第2位

( 1位、2位をそれぞれ選択してもらいました)

10 20(%) 

13.5 

。

医療施設整備

下水道整備

福祉対策

個
別
の
施
策
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た

命
]
福
祉
医
療
施
設
・
内
容
は
?

総
合
病
院
や
休
日
診
療
所
、
左
人
ホ

l
ム

の
桜
備
が
上
位
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
の
施
設
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

福
祉
医
療
内
容
の
充
実
と
い
う
一由
で
は
、

家
庭
奉
仕
員
の
増
員
、
高
齢
者
雇
用
の
結
保

が
高
い
率
を
示
し
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

を
望
む
声
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

札
恒
産
業
の
振
興
は
?

若
者
向
け
企
業
誘
致
、
後
継
者
の
育
成
、

U
タ

l
ン
運
動
の
推
進
が
高
い
率
を
示
し
ま

し
た
。
と
り
わ
け
、
若
者
向
け
企
業
誘
致
が

5
割
を
超
え
ま
し
た
。

余暇施設整備

交通環境整備

工業振興施策

商業振興施策

文化環境施策

市街地開発

観光施策

市
の
抗
力
の
維
持
、
向
上
の
た
め
、
さ
ら

に
は
人
口
対
策
の
た
め
の
重
点
課
題
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

農
業
の
あ
り
方
と
い
う
質
問
で
は
、
安
全

な
農
産
物
の
振
興
と
い
う
声
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
漁
業
で
は
、
漁
業
施
設
の
将
-備
、
シ

l
フ

ー
ド
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が

4
割
を
超
え
ま
し

た
。
朝
市
が
ほ
し
い
、
後
似
者
の
育
成
が
必

要
だ
な
ど
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

商
業
で
は
、
経
営
の
泣
代
化
(
専
門
庖
化
、

流
通
の
近
代
化
)
が
必
要
だ
と
し
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
家
族
で
気
軽

に
行
け
る
屈
を
求
め
る
意
見
が
か
な
り
あ
り

キ小
1
し
れ
~
。

観
光
で
は
、
地
域
観
光
資
源
の
見
直
し
が

1
位
を
占
め
ま
し
た
。
具
体
的
な
意
見
が
最

も
多
か
っ
た
.
項
目
で
あ
り
、
主
に
海
と
山
の

整
備
が
必
要
だ
と
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、

観
光
客
が
来
る
と
ま
ち
が
汚
れ
る
、
今
の
自

然
を
大
切
に
、
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

直
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
面
で
は
?

図
書
館

・
公
民
館
や
体
育
館
と
い
っ
た
ハ

ー
ド
面
の
整
備
と
と
も
に
、
芸
術
文
化
機
会

の
拡
充
と
い
う
ソ
フ
ト
面
の
要
望
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

ー
ヨ
将
来
の
都
市
像
は
?

美
し
い
自
然
と
調
和
の
と
れ
た
住
宅
都
市
、

美
し
い
海

・
山

・
川
・

μ
泉
の
資
源
を
生
か

し
た
観
光
リ
ゾ
ー
ト
都
市
が
ほ
ぼ
同
率
で
上

位

l
、
2
位
を
山
め
ま
し
た
。

-福祉医療内容の充実 (上位5項目)

( 2項目選択)

-産業の振興 (上位5項目)

( 2項目選択)

-文化・スポーツの振興 (上位5項目

( 2項目選択)

30(%) 20 nu 
l
 

家庭奉仕員
の増員

60(%) 40 20 

若者向け企
業誘致

40(%) 30 20 10 

図書館 ・公
民館整備

24.6 

24.6 
高齢者雇用
の確保

子育て環境
の整備

老人への安
全対策

病気予防対
策の充実

54.7 

a 

後継者の育
成

Uターン運
動の推進

大型小売庖
の誘致

中心商庖街
整備

32.6 

芸術文化へ
の機会拡充

体育館の整
備

スキー場の
整備

博物館 ・美
術館の整備



30(%) 

23.3 

20 

-魚津市の将来の都市像は?

自然と調和のとれ

た住宅都市

10 。

10.0 

9.0 

8.1 

7.3: 

福祉社会都市

工業都市

力日〈ーださい。

答

げ
応

-m

疑

一

F

質

一

問

ハ
タ
ま

U
L

ン

係

i

シ
市
一
溌

ツ

究

一闘

力

研

画

ス

合

企
総

室

芸術文化都市

商業都市

交通拠点都市

魚津港周辺の

再開発ブロシ.工クトを

みんなで考える
娯楽サービス都市

9月25日伺)午後7時-9時
新川文化ホール(小ホール 300人収容)

とき

ところ

自
然
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
活
気
の
あ
る

住
み
や
す
い
ま
ち
を
目
指
す
と
い
う
、
ひ
と

つ
の
目
標
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

の
魚
津
が
好
き
で
す
。
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
、

住
み
や
す
い
で
す
。
ど
ん
な
に
豊
か
だ
っ
た

り
大
型
庖
が
あ
っ
て
便
利
で
も
、
こ
の
の
ど

か
さ
が
よ
い
と
思
う
」
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。

新
し
い
基
本
計
画
は
、
こ
の
調
査
結
果
や

叩
月
に
予
定
し
て
い
る
市
民
各
層
と
の
懇
談

会
な
ど
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
来
年

3
月
ま
で
に
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら

自
由
に
書
い
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見
で
は
、

「
地
価
が
高
く
人
口
流
出
の
原
因
に
な
っ
て
い

る
」
「
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」
と
い
っ
た

も
の
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
市
の
ビ
ジ

ョ
ン
が
市
民
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
」
「
窓
口
の
応

対
が
悪
い
」
な
ど
の
批
判
も
あ
り
ま
し
た
。
市

の
行
政
は
住
民
の
声
を
反
映
し
て
い
る
か
、

と
い
う
質
問
に
は
否
定
的
な
意
見
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
日
代
の
女
性
か
ら
は
「
今
の
ま
ま

先進的な田園農業

都市

その他

無回答

新川地域の魚津市及び周辺の市町を含めて「地方拠

点都市」整備地域に指定 3れ、それぞれが今後の都市

づくりの基本方針を考えています。その一環が、魚津

港周辺地区を中心とした産業、流通、観光、商業など

総合的な整備構想、です。

市民みんなで魚津港周辺地区の再開発プロジェクト

について討論します。

・司 会:尾島俊雄(早稲田大学理工学部

・基調報告:村上公哉(早稲田大学理工総研

教授・工博)

講師・工博)

鴨川周辺の水辺を中心とした

まちづくりシンポジウム

9月26日関午後7時-9時
村木小学校(3階多目的ホール 100人収容)

とき

ところ

総
合
計
画
に
つ
い
て
の

ご
質
問
、
ご
提
言
は

市
役
所
企
画
広
報
室
企
画
開
発
係

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

(
m
u
n
-
-
0
1
7
)
 

魚津市の周辺には立山連峰や富山湾や早月川・角川・

片貝川・布施川といった大自然があります。一方、市

民の日常生活の場には水や緑といった、うるおいや憩

いの場が不足しています。鴨川には、その川底から溢

れ出る「てんこ水」といっ名水があり、かつては人々

が生活の中で親しんだ川でした。

しかし現在は、生活排水の流入による水質の悪化な

どにより、市民の憩いの場とはなっていません。

本シンポジウムでは、鴨川のかつての水辺の姿を取

り戻し、ふたたび市民の「廷判、の場」とするために、

川辺周辺のまちづ、く りについて考えます。

・司 会:高橋信之(早稲田大学理工総研助教授・工博)

・基調報告:山中貴晴(早稲田大学大学院 ・修士課程)

a 



魚
津
の
夏
の
風
物
詩
。
じ
ゃ
ん
と
こ
い

魚
津
ま
つ
り
。
が
、

8
月
7
日
か
ら

9
日

ま
で
の

3
日
間
盛
大
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

』

v
す
ば
ら
し
い
サ
ウ
ン
ド
で
聴
衆
を
魅
了
し

た
ナ
ベ
サ
ダ
コ
ン
サ
ー
ト

し
た
。

ま
つ
り
は
、

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
パ
レ
ー
ド

2
日
間
に
わ
た
っ
て

で
華
や
か
に
開
幕
。

勇
壮
に
曳
き
因
さ
れ
た
た
て
も
ん
、
夜
空

を
彩
っ
た

4
0
0
0
発
の
花
火
、
ミ
ス
ス

リ
ー
ク
イ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト
、
ナ
ベ
サ
ダ

せ
り
込
み
蝶
六

コ
ン
サ
ー
ト
、

そ
し
て
、

踊
り
街
流
し
で
ま
つ
り
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
へ

。
観
る
人
、
参
加
す
る
人
、
す
べ
て
が
心

を
は
ず
ま
せ
熱
く
燃
え
た

3
日
間
。
ま
つ

り
に
感
動
し
、
熱
く
燃
え
る
人
の
心
に
感

動
し
、
ま
つ
り
の
幕
が
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

11司
将
来
の
、
え
た
で
も
4 

~、

れ
~ 
右、

な

h
F

蝶
の
よ
う
な
華
麗
な
舞
い

4
こ
れ
ぞ
蝶
六
踊
り

a 



-/ご";.，.

ミスラおづ〉 ミスに選ばれたなんて、信

中
じられません。期待と不安な

lb田 気持ちでいっぱいです。

歳 魚津は、目で見てもすばら
江ぇ
しい所がたくさんあります。己回=-

百?t美さみ これから 1年間、私自身が体

室山 ん で感じた魚津のよきを PRし

ていきたいと思っています。

〈ミスνんき否ラ〉 本選で自分の名前を呼ばれ

金
た時は、思わずび、っくり。ミス

として自覚を持たなければと、
一
( 津 プレ ッシャーを感じています。

2歳3貢i 2 魚津は、生まれ育った所。
子こ 良い所も悪い所も知っている

ー見事な，、
大李 んき つもりです。私なりに魚津の

魅力を紹介したいと思います。

〈ミスたてもん〉
チ

会社の先輩の推薦で出場し さ
ば

21 松島
ました。選ばれるとは思って き

いなかったので、正直なとこ
カ、

歳 ろ、まだ実感、がわきません。
千ち

もともとのんきな性格なの
黒 夏 な
部つ

で、あわてず、いそがず、一

市3火'今ν 生懸命勉強して、魚津を PR
生

していきたいと思います。

4 フ
東西4 

フ
ス 女
ノ《

子生学中
ン

レ

よ
るて。

街流華
や
か し

幕開

け

a 



熱
戦
/
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野
球
交
流
大
会

多
く
の
思
い
出
を
残
し
て

少
年
た
ち
の
夏
は
終
わ

〈

惨
「
よ
う
こ
そ
魚
津
へ
」
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た

大
町
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
主
将
の
林
君
。

全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野
球
交

流
大
会
が
、
8
月
6
日
か
ら
9
日
ま
で

桃
山
野
球
場
を
主
会
場
に
聞
か
れ
、
4

日
間
に
わ
た
り
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
全
国
の
代
表
日
チ

l
ム
の
頂
点
に

立
っ
た
の
は
、
福
島
県
代
表
の
小
名
浜

少
年
野
球
教
室
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
。
地

元
代
表
の
道
下
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

も
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

大
会
期
間
中、

選
手
た
ち
は
全
員
同

じ
宿
舎
に
泊
ま
り
込
み
、
お
互
い
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
プ

ロ
野
球
選
手
会

に
よ
る
野
球
教
室
や
魚
津
ま
つ
り
の
見

学
な
ど
、
選
手
た
ち
に
と
っ
て
は
、
か

け
が
え
の
な
い
体
験
と
な
っ
た
こ
と
で

1

レょ、っ
。

真
夏
の
太
陽
の
も
と
で
選
手
た
ち
が

演
じ
た
感
動
の
ド
ラ

マ
は
、
多
く
の
思

い
出
と
友
情
を
残
し
て
閉
幕
し
ま
し
た
。

4
道
下
の
エ

l
ス
相
馬
君
の
力
投

つ

た

4
ヘ
ッ
ド
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
。

決
勝
戦
は
、
緊
迫
し
た
好
ゲ
ー
ム
で
し
た
。

a 

炉
こ
こ
で
打
た
な
き
ゃ
男
じ
ゃ
な
い
。
チ
ー
ム

メ
l
ト
の
声
援
を
背
に
球
に
く
ら
い
つ
く
。
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話題
お知らせください。

広聴係 ft23-1015
歌と心のハーモニー
ウィーンと魚津の子供たち共演

ウィーン・アマデウス少年合唱団公演が、

7月31日、新川文化ホールで行われました。

同合唱団は、 7歳から20歳までの少年で構

成され、今回は27名が参加。モーツアルトや

ブルックナーなどの名曲を美しく歌い上げ、

オペラでは楽しい舞台を演じました。この公

演には、うおづ少年少女合唱団の128名も参加

し、「夏の思い出」などを、一緒に合唱しました。

公演の前には、両合唱団の交流会も行われ、

扇子やパッチなどを交換。言葉は通じないな

がらも、すぐに打ち解けあい笑い声が絶えま

せんでした。

友好親善都市

井原市とテレビ生中継
友好親善都市の岡山県井原市とのテ

レビ会議が、 8月5日、市役所で行わ

れました。デジタル電話回線を使って

行ったもので、テレビには井原市の様

子が生中継されました。

会議には、石川精二市長や井原市を

訪問中の児童の父兄ら約30人が参加。

石川市長が谷本巌井原市長に「豪雨災

害のお見舞ありがとうございました」

とお礼を述べました。また、児童の父

兄がテレビに写っている子供に話しか

けると、「おみやげたくさん持って帰り

ます、きれいに写っとるやろ」などと、

元気で、楽しい返事に、会場からは何度

も笑いが起きました。

a 

考古学者の卵たち

佐伯遺跡発掘体験
小・中学生に遺跡、の発掘を体験

してもらおうと、夏休み考古学教

室が、 8月20日、上中島の佐伯遺

跡で行われ、 26名が参加しました。

炎天下にもかかわらず、参加者

はコテやシャベルなどを使って熱

a 心に掘り続け、土器を発見する度に

、歓声を上げていました。この日は

縄文、弥生、平安時代の土器をは

じめヒスイも発掘されました。

同遺跡、は、国道8号線ノ〈イパス

の建設予定地になっており、 7月

から試掘調査を行っていました。

8月 1日には、縄文時代前期(約

5，500年前)の深鉢とみられる土器

が発掘されています。
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元
気
く
ん

感じたまま

楠

勝
貴
く
ん

(
経
団
西
町
)

(
泰
治

・
博
美
さ
ん
夫
妻
の
長
男
)

平
成
5
年
日
月

6
日

生

ま

れ

うおっ見たまま

《
お
母
さ
ん
の
一

言
》

元
気
で
、
や
さ
し
い
子
に
な
っ

て
ね
。

みなさんこんにちは。 トンカいから日本のコンビュータ

技術を学びにやってきました。7月4日から11月2日ま

で魚津に滞在し、ポリテクカレ ッジで研修を受けていま

す。私はトン方、の教育省の職員で、大臣秘書とコンビュ

ータセンターの操作指導を担当しています。

魚津は、とても住みやすい所だと感じています。東京

みたいに人が多くなく、自然もすばらしい。生活するの

には最高です。日本の文化や慣習の中には、トンガと非

常に似ているものがあります。たとえばお茶席。 トン yゲ

でも、 人をもてなす時に「カヴア」という日本のお茶会

によく似た儀式を行います。カウ。ァの木の根をつぶして

みんなで飲みます。

8月7日に、船に乗せてもらい魚津まつりを見学しま

した。 rとうろう流し」や「たてもん祭り」など、映画

やテレビでは見たことがありましたが、実物を見たのは

初めてのこと。とても感動しました。 トン方、でも 、7月

の第 1週に「へイララ祭り J といっお祭りが1週間続き

ます。魚津のミスコンテストのょっなビューティーコン

テストも行われます。

魚津には、まだ 3か月程滞在しますが、コンビヱータ

の技術ばかりでな く、日本の文化や慣習も学んで帰りた

いと思っています。

(トンカ、、王国)アナ・ヴエイコソ

圏、フ
あの人

乙のク，ι

全国中学校
卓球大会に出場した

まさ とし

宮坂昌利くん

(魚津西部中学校 2年 ・友道)

血

「
全
国
大
会
で
は
、
思
い
つ
き
り
プ

レ
ー
し
て
き
ま
し
た
。
悔
い
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
話
す
宮
坂
君
。

8
月
幻
日
と

勾
日
に
栃
木
県
で
行
わ
れ
た
全
国
中
学

校
卓
球
大
会
に
出
場
、
ベ
ス
ト
同
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

「
卓
球
と
の
出
会
い
は
小
学
校

2
年

の
時
に
参
加
し
た
ち
び
っ
子
ス
ポ
ー
ツ

道
場
。
以
来
、

卓
球
の
お
も
し
ろ
さ
に

取
り
つ
か
れ
ま
し
た
」
。
小
学
校
時
代
か

ら
魚
津
卓
球
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
に
所
属

し
、
め
き
め
き
と
腕
を
あ
げ
た
宮
坂
君
。

小
学

4
年
の
時
か
ら
全
国
大
会
で
活
躍

し、

6
年
の
時
に
は
、
東
ア
ジ
ア
ホ
|



U、
の

ーお寄せください一一
「疋!し、の広場」は、みなさんに登場し

ていただくページです。各コーナーに

出ていただける人やグループを募集し

ています。情報をお寄せください。

企画広報室広報広聴係 ft 23-1015 
aJti 

プ
ス
大
会
の
日
本
代
表
メ
ン
バ
ー
に
も

選
ば
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

中
学
で
は
、
昨
年
、
今
年
と

2
年
連

続
で
北
信
越
大
会
を
制
覇
し
、
全
国
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。
学
校
の
卓
球
部

で
は
、
副
部
長
と
し
て
部
員
を
ま
と
め

て
い
ま
す
。

「
僕
の
得
意
は
、
パ

ッ
ク
の
ス
マ

ッ

シ
ュ

。
で
も
、
フ
ォ
ア
の
ド
ラ
イ
ブ
が

課
題
な
ん
で
す
」
と
話
す
宮
坂
君
。
シ

ェ
ー
ク
ハ
ン
ド
か
ら
繰
り
出
す
彼
の
ス

マ
ッ
シ
ュ
は
、
大
き
な
武
器
と
な
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
日
月
に
長
野
で
行
わ
れ

た
全
日
本
の
高
校
生
以
下
の
合
宿
に
参

石坂美紀子さん (19歳 ・滑川市中村)

石川製麺鮒勤務

加
し
、
技
術
的
に
も
精
神
的
に
も
ひ
と

ま
わ
り
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。

「
卓
球
を
通
じ
て
、
全
国
に
た
く
さ

ん
友
だ
ち
が
で
き
ま
し
た
。
大
会
で
顔

を
あ
わ
す
の
が
楽
し
み
な
ん
で
す
よ
」
。

全
国
大
会
で
は
、
試
合
の
勝
敗
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
友
人
た
ち
と
の
再
会
も

楽
し
み
の
一
つ
だ
と
話
す
宮
坂
君
。

「
こ
れ
か
ら
、
も

っ
と
も
っ
と
強
く

な
っ
て
、
将
来
は
世
界
で
戦
え
る
選
手

に
な
り
た
い
」
と
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
世
界
に
向
か
っ
て
大
き
く
羽
ば
た
く

こ
と
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

この春高校を卒業し、社会人1年生になりました。現

在は、秘書と営業関係の事務を担当しています。まだ、

まわりの先輩から教えられることが多く、毎日が勉強で

す。食品会社なので、日曜出勤もありますが、とても明

るい雰囲気の中で楽しく仕事をさせてもらっています。

学生時代は、ソフトボールをやっていました。ポジシ

ョンはセカンドでキャプテン。インタハイにも出場した

ことがあるんですよ。スポーツから学んだ厳しさを、こ

れから仕事の面でも生かしたいと d思っています。

イ木日は、もっぱらショッピングとカラオケでリフレッ

シュしています。カラオケは、 t r fが好きでよく歌い

ます。高校時代の仲間たちとよく歌いにいくんですよ。

好きな男性のタイプですか。タレントでいうと豊川悦

司きんみたいなタイプの人。明るくて、やさしくて、頼

りがいのある人。ちょっとよくばりかな……。

題§繋璽璽建轟麗欝腿

ス
ワ
ス
っ
ち
ゃ
ん

a 

土
肥

雛
子
ち
ゃ
ん

(
新
金
屋
)

(圭

・
優
佳
さ
ん
夫
妻
の
長
女
)

平
成

5
年
ロ
月
刊
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

素
直
で
、
や
さ
し
い
子
に
な
っ

て
ね
。



…間川

市
営
宮
津
霊
園

3
区
画
受
付
開
始

9
月
初
日
ま
で

市
営
宮
津
霊
園
で
は
、
返
還

さ
れ
た
墓
地
3
区
画
の
使
用
申

込
み
を
受
付
し
ま
す
。

V
申
込
み
の
資
格

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

・
納
骨
場
所
が
な
く
、
早
急
に

お
墓
を
必
要
と
し
て
い
る
方

V
申
込
・
間
合
先

市
公
園
住
宅
課
業
務
係

8

n
1
1
0
2
6
 

国
民
年
金
現
況
届

を
お
忘
れ
な
く

国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
方

は
、
毎
年
1
回
、
誕
生
月
に
現

況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
現
況
届
は
、
年
金
を

引
き
続
き
受
け
る
権
利
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

現
況
届
の
用
紙
は
、
誕
生
月

の
初
め
ご
ろ
に
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
市
民
生
活
課
窓
口
で
証

明
を
受
け
、
誕
生
月
の
末
日
ま

で
提
出
し
て
下
さ
い
。

V
間
合
先
市
保
険
年
金
課
国

民
年
金
係
岱
お

1
1
0
1
2

せ
ん一
見
定
・
雪
囲
い

講

習

会

9
月

M
日
(
日
)

午
前
9
時
鈎
分
j

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド

雨
天
時
は
ミ
ラ
ー
ジ

ュ
ハ
ウ
ス
で
講
習

新
川
造
園
業
組
合

告

白

1
0
9
0
9

-
日
時

-
場
所

-
間
合
先

は
か
り
の
定

期

横

査

富
山
県
計
量
検
定
所
で
は
、

平
成
7
年
度
の
計
量
器
定
期
検

査
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

計
量
法
の
改
正
に
よ
り
、
は

か
り
の
定
期
検
査
は
2
年
に
一

度
の
検
査
と
な
り
ま
し
た
。
営

業
用
な
ど
で
は
か
り
を
使
用
し

て
い
る
方
は
必
ず
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

10 10 9 I 9 9 9 月

4 3 29 28 27 26 日

午接3午前時10 
午後
午HlO Il 

" " " " 
時3時半12時
間

時1 時l

役魚津市所 ホ|勤古青合

市大町
加A 積.1.-， 

経

西布施民貧ハム富

査検
セノタ研民陣

田
公 公

民館 民館 民館
場所

ム年

V
間
合
先
富
山
県
計
量
検
定

所
8
0
7
6
4
l
n
l
0
5
5
1

|9月10日は全国下水道促進デー|

下水道

きれいな水を未来まで

下
水
道
を
整
備
す
る
こ
と
で

砂
美
し
い
街
が
、
川
が
、
海
が
。

よ
み
が
え
り
ま
す
。
市
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
快
適
な
暮
ら

し
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
下

水
道
事
業
を
積
極
的
に
進
め
て

い
ま
す
。

〈
受
益
者
負
担
金
制
度
〉

下
水
道
整
備
に
は
、
多
額
の

費
用
と
年
月
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
道
路
な
ど
の
公
共
施
設

と
違
い
、
利
益
を
受
け
る
人
が

限
ら
れ
ま
す
。
下
水
道
事
業
を

す
べ
て
税
金
で
ま
か
な
う
と
、

利
益
を
受
け
ら
れ
な
い
地
域
の

人
と
の
聞
に
不
公
平
が
生
じ
ま

魚
津
市
民
文
化
祭

美
術
部
門
⑮
⑮
⑧
⑧

企
マ
応
募
方
法

O
応
募
は
一
人
2
点
ま
で
で
、

未
発
表
の
作
品
に
限
る
。

0
教
育
の
部
の
作
品
は
、
学
校

で
取
り
ま
と
め
て
応
募
す
る
0

.
作
品
規
格
(
一
般
の
部
)

O

日
本
画
・
洋
画
は
、
叩
号
以

上
問
号
以
内
で
額
装
と
す
る
。

o
書
は
、
額
ま
た
は
枠
張
り
で

叩
号
以
上
、
横

m
m以
内
と
す

る
。
て
ん
刻
は
、
制
限
な
し
。

-
部
門
(
)
内
は
展
示
期
間

0

一
般
の
部
(日
月
2
日
1
5
日
)

絵
画
(
日
本
画
、
洋
画
)

書

・
彫
刻
・
工
芸
・
写
真

。
教
育
の
部
(印
月
お
日
j

m
日
)

小
・
中
学
生
の
図
画
・

書

・

工
作

-
応
募
資
格

市
内
に
在
住
す
る
者
、
ま
た

は
通
勤
通
学
者
お
よ
び
魚
津
市

出
身
者

す
。
そ
こ
で
、
利
益
を
受
け
る

人
に
事
業
費
の
一
部
を
負
担
し

て
い
た
だ
き
、
早
く
下
水
道
を

整
備
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
受

益
者
負
担
金
制
度
で
す
。

-M川
当
た
り

4
3
0
円

負
担
金
額
は
、
処
理
対
象
区

域
内
の
土
地
に
対
し
て
、

l
d

当
た
り
4
3
0
円
を
掛
け
て
算

出
し
ま
す
。
負
担
金
は
、
下
水

道
の
使
用
が
可
能
に
な
っ
て
か

ら、

3
か
年
で
ロ
固
に
わ
け
て

納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

受
益
者
負
担
金

(第
2
期
分
)
叩
月

2
固
ま
で

0
彫
刻
・
工
芸
は
、
破
損
の
恐

れ
の
な
い
も
の
。

O
写
真
は
、
カ
ラ

l
・
白
黒
と

も
に
半
折
以
上
。
組
み
写
真
は

四
ツ
切
り
以
上

m
m
×

m
m以

内
。
パ
ネ
ル
、
枠
装
、
額
装
と

し
、
ガ
ラ
ス
張
は
不
可
0

.
表
彰

0

一
般
の
部
・
:
市
展
大
賞
・
市

展
賞
・
市
議
会
議
長
賞
・
各
種

協
力
団
体
賞
・
市
奨
励
賞

.
申
込
書
の
提
出
期
限

叩
月
お
日
(
月
)
正
午
必
着

.
申
込
・
間
合
先

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

告
お

1
1
0
4
5

血



〈
刊
月

1
日
は
国
勢
調
査
の
日
で
す
〉

富
山
県
人
口
予
想

懸
賞
募
集

・
問
題

日
月
1
日
の
県
の

人
口
は
何
人
で
す
か
。

・
応
募
方
法

郵
便
は
が
き

に
「
県
人
口
予
想
懸
賞
解

答
」
と
書
き
、
答
え
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
記
入
。

・

応

募

先

干

側

l
m富
山

市
新
総
曲
輪
一

l
七

富

山
県
統
計
課
内
「
平
成

7

年
国
勢
調
査
富
山
県
実
施

本
部
懸
賞
募
集
」
係

・
締
め
切
り

叩
月
2
日
(
月
)

・
賞
金

金
賞

(
5
万
円
)
他

日
月
1
日
、
全
国
一
斉
に

国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は

5
年
ご
と
に
実

施
さ
れ
、
調
査
の
結
果
は
、

福
祉
、
雇
用
、
住
宅
対
策
な

ど
の
行
政
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご寄付ありがとう
ございました く{側、恥

200，000円

30，000円

30，000円

50，000円

10，000円

20，000円

1，211円

4，600円

30，000円

50，000円

100，000円

不
用
ロ
∞
受
換

V
ゆ
ず
り
ま
す
・

ベ
ビ

l
パ
ス

・
ワ
ー
プ
ロ

・
ベ
ビ
ー
カ
ー

V
も
と
め
ま
す

・
電
動
ベ
ッ
ド

・
ハ
イ
チ
ェ
ア

.
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

V
申
込
・
間
合
先

市
総
務
課

行
政
係

mu
お
|
1
0
1
9

9
月
の
し
P
ガ
ス

保
安
調
査

-
実
施
地
域
:
・
道
下
地
区
(
北

中
、
青
島
)
加
積
地
区
(
六

郎
丸
、
晴
海
ヶ
丘
)

・
間
合
先

県
L
P
G
保
安
セ
ン
タ
ー
新

川
支
所

8
M
|
5
3
4
0

匝幽盤国這語孟醤値圏

25，702円

13，000円

100，000円

50，000円

100，000円

5，000円

3，000円

50，000円

20，000円

30，000円

50，000円

10，000円

炉善意銀行へ

魚津清掃公社庚減!敏雄

浜岸富士郎港町

住吉 j登校 火の宮町

川西芳一六郎丸

友田 道ifi 新角川二丁目
桑山 みよ 中央通り二丁目

さんふれんど加積庖

上口保育園職員一同

朝野祐吉岡経団

(制岡本松由 新角川二丁目

清河与三松 北山

銀座通り夜庖阪神大震災

チャリティーコンサー卜

西嶋与正金浦町

(胸中松郁夫上村木二丁目

海原 譲港 町

左近良雄金山谷

ω魚津叙金吉島
三井自動車友の会 天神野新

炉社会福祉基金として

川平 直作弥源寺

桑山 みよ 中央通り二丁目

朝野祐吉岡経団

寺IU奇春子 新角川一丁目

匿名

劃

①

シ

l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

一組
一
⑧

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

書
③
若
者
に
よ
る
無
謀
運
転
の
防
止

合月の納税

~10月 2 固までP

[国民智伊税
者

5

5

0

傷

3

3

a 

平成7年7月度
件数 死者

101 0 

84 0 
+17 0 

平成7年
平成6年

摺減数

-市政情報テレホン・サービス

ft22-3600 

・キャプテン・サービス(テレビ画面案

内)市役所ロビー、水族館無料休憩所

・求人テレホン・サービス(魚津公共職

業安定所)男子(月~木)

女子(金 ・土)ft24-8841

・税務テレホン・サービス(税務相談室

富山分室) ft0764-31-9222 

・健康テレホン・サービス(県保険医協

会) ft0764-42-0003 

9月のテーマ
(JJ) 救急救命士の役割

(火) 三種混合ワクチン

(水) 妊娠と貧血

休) 親不らずは抜いた方がよい?

徐) 白内障と限内レンズ

(土・日) 尿駿値が高いと言われたら

電話情報



一
一
一
館
ル

白
書
~l明

蹴
園

Z
9月の日曜開館 ζ 
10日・ 24日 ζ 

翌日(月曜日)は休館です。 (c

ち
ょ
っ
と
夜
ふ
か
し

あ
と

1
ペ
ー
ジ
・
:
⑥

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
〉

大

分

水

領

長

谷

川

慶

太

郎

キ
ー
ワ
ー
ド
で
探
る
幻
世
紀
三
省
堂
編

入

を

覗

に

い

く

佐

野

異

一

地
震
か
ら
家
族
を
守
る
日
曜
大
工

伊

東

義

高

印

年

目

の

証

言

森

武

磨

「
オ
ウ
ム
真
理
教
」
追
跡
捌
日

江

川

紹

子

o-~調@ー耐→

ソ
フ
ィ
!
の
世
界

ヨ
l
ス
タ
イ
ン
・
ゴ
ル
デ
ル
著

池
田
香
代
子
訳

日
本
放
送
出
版
協
会
発
行

円

高

亡

国

論

佐

藤

〈
文
学
・
小
説
〉

新

し

き

鍵

三

浦

綾

子

八

月

十

五

日

の

日

記

永

六

輔

二
人
の
始
発
駅
長
部
日
出
雄

迷

宮

大

西

巨

人

港

も

の

が

た

り

村

松

友

視

掌

の

中

の

小

鳥

加

納

朋

子

ス

キ

ヤ

キ

巴

清

美

秘

刃

中

津

文

彦

怖
き
加
減
の
男
の
肖
像
上
下

堺
屋
太
一

男

の

リ

ズ

ム

池

波

正

太

郎

プ

リ

ズ

ン

の

満

月

吉

村

昭

〈
富
山
の
本
〉

魚
津
古
今
記
・
永
鑑
等
史
料

紙

谷

信

雄

わ
た
し
た
ち
の
富
山
湾
富
山
県

〈
コ
ン
パ
ク
ト
・
デ
ィ
ス
ク
〉

ゆ

ず

れ

な

い

夏

チ

ュ

ー

ブ

M
・
M
・
M

大

黒

摩

季

ラ
ブ
・
オ
ブ
・
マ
イ
・
ラ
イ
フ 隆

ソフィーは14歳の少女。ある日

彼女の元に、消印も差出人の名も

なく「あなたはだれ?J と書かれ

た手紙が舞い込みました。その日

から奇妙な事がおこります。

43歳のノルウェーの元高校教師

が書いた哲学小説です。

世界35ヵ国で翻訳されベストセ

ラーになっています。

今

井

美

樹

セ
サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト

2
枚

貸
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊、

2
週
間
(
∞
は

1
週
間
)
ま
で
で
す
。

図
書
箇
詣
麿

朗
読
録
音
研
修
会
ロ
日
(
火
)

古

文

書

解

読

会

ロ

日

(

火

)

川

柳

教

室

内

ω
日
(
水
)

戸
島
家
文
書
研
究
会
凶
日
(
木
)

時
事
英
語
を
読
む
会
辺
日
(
金
)

源
氏
物
語
を
読
み
通
す
会μ
日
(
日
)

草
が
な
原
本
で
よ
む
読
書
会
初
日
(
火
)

「
朗
読
録
音
研
修
会
」
と
「
源
氏

物
語
を
読
み
通
す
会
」
は
午
前
日

時
か
ら
。
そ
の
ほ
か
は
午
後
1
時

初
分
か
ら
。

Q
以
れ
れ
は
む

5
日
(
火
)

映
画
金
色
の
ク
ジ
ラ

工
作
や
さ
い
が
ゴ
ロ
ロ
ン

映
画
ま
ん
が
日
本
史

工
作
び
っ
く
り
ま
と

午
後
4
時
1

幼
児
・
小
学
生

ロ
日
(
火
)

凶
日
(
火
)

初
日
(
火
)

-
と
き

・
対
象

9
月
の
児
童
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

」
"
は
と
児
童
セ
ン
タ
ー

8
m
l
2
4
0
2
 

-Rおも
し
ろ
科
学
実
験
教
室

・
2
日
(
土
)
午
後
2
時
j

バ
ナ
ナ
で
釘
が
打
て
る
?

極
低
温
(
マ
イ
ナ
ス

1
9
6
℃
)

の
世
界
を
体
験
し
よ
う
。

安
ベ
タ
ン
ク
大
会

・
初
日
(
土
)
午
後
2
時
i

誰
で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。

友
達
を
誘
っ
て
参
加
し
て
ね
。

申
し
込
み
は

m日
(
金
)
ま
で
。

月
曜
日
は
休
館

か
も
め
児
童
セ
ン
タ
ー

g
nー
1
7
7
7

*
陶
芸
教
室

・
9
日
(
土
)
午
前
9
時
初
分
1

・
初
日
(
土
)
午
後
2
時
j

・
定
員
日
名

4
歳
以
上
対
象

親
子
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

2
0
0
円
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

ね
。
女
は
て
な
?
教
室

-
m日
(
土
)
午
後
1
時
初
分
j

水
ロ
ケ

ッ
ト
を
と
ば
そ
う
。

自

人
形
劇
団
「
ひ
と
み
座
」

の
公
演
が
、

8
月
日
日
に

か
も
め
児
童
セ
ン
タ
ー
で

あ
り
ま
し
た
。

「
ひ
と
み
座
」
は
、
「
ひ

ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん

島
」
の
人
形
劇
で
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
日

は
「
赤
ず
き
ん
」
と
「
3

枚
の
お
ふ
だ
」
を
披
露
。

楽
し
い
人
形
劇
に
、
会
場

に
つ
め
か
け
た
約
2
0
0

人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
大

喜
び
で
し
た
。



催物のご案内

Hf {佳 物 開演時間 入場料 間合先

3日 ら・こんせーる・ 一般 500円 ら・こんせ-る ・
のくちゅーる 14:00- 中学生以下 のくちゅ一る

臼)
定期演奏会 300円 ft22-2290 

5日 NHK公開録画 応募当選者 NHK富山放送局

。的
二人のビ、ック.ショー 18:30-

(申込終了) ft0764-44-6610 
ゲスト 河島英五・近藤真彦

7日 ロマン舎公演 S席 5，000円 新川文化ホール

併9 喜劇てにをはエレジー
18:30- A席4，000円

キャスト型f'川由美子ほか 全席指定 ft23-1123 

15日
'957ェステイノ勺レ 500円 魚津ライオンズ

糧自
オ7"ミラージュ 10:00-

全席自由
ケラプ

新川地区吹奏楽祭 ft24-28日

17日
チャイコフスキーコンクール審査委員 S席3，000円 新川文化ホール

日)
ロシアン・ヴィルトゥオーゾコンサート 18:00- A席2，000円
クリンの森から 全席指定 ft23-1123 

22日 魚津市小中学校 魚津市

自白
科学展覧会 9:00- 入場無料 教育センター
-24日まで- ft23-9161 

24日 魚津市立東部中学校 東部中学校

日) 吹奏楽部演奏会
13:30- 入場無料 吹奏楽部

ft22-0207 

県展50回記念展 10月10日まで 県展50回記念展

県展の草創期に 9:00- 入場無料 実行委員会

活躍した作家たち
ft23-1123 

29日 (新川文化ホール内)

住齢 オータムファンタジア 前売3，000円 新川ムジーク

佐藤しのぶ 19 :00- 当日 3，500円 フラウエン

ソプラノコンサート 全席自由
包23-1123

(新川文化ホール内)

ここに掲載したものは、催物の一部です。詳しいことは、チケット売場にあるイベントガイドをご覧ください。l

fi23-1123<火曜日休館)

契約と遺言は

一公正証書でー

金銭の貸借、不動産の売買 ・賃貸な

どの契約や遺言には、公証人が作成す

る公正証書を利用されると安全確実で

す。詳しくは、公証役場にお問い合わ

せください。相談は無料です。

炉公証人による無料相談会

• 10月2日(H) 午後 l時~午後4時

.サンプラザ3階

・間合先 魚津公証役場

砂「法の日」週間行事による

無料法律相談

・10月2日(JJ) 午前10時~午後4時

.サンプラザ3階

・間合先 富山地方・家庭裁判所

魚津支部 ft22-0160 

10月1日-7日は「公証週間」

ft24-6747 

「 10月の歩こう会「
10月の歩こう会は、 1日(11)に地鉄パ

スで上島尻下車。大菅沼-坪野一大谷

山へと秋の野山と山野草を探勝しなが

ら約9~o 歩きます。

参加希望者は、当日午前 7時40分ま

で電鉄魚津駅に集合。昼食持参。交通

費は各自負担。

炉問合先 魚津歩こう会

大
正
2
年
の
初
代
水
族

館
以
来
、
3
代
に
わ
た
る

魚
津
水
族
館
の
歴
史
を
写

真

・
観
光
ポ
ス
タ
ー
で
紹

介
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

V
間
合
先

魚
津
水
族
館

mu
M
|
4
1
0

0

 

a 

A
X
開
舘
市
隼
記
怠

2
薗
A
X

a篇
水
間
関
白

「
歴
史
写
真
・
ポ
ス
タ
ー
展
」

9
月
日
日
(
金
)
i
H月
四
日
(
日
)

魚
津
水
族
館

五島まで

ft24-1247 

---埋没林博物館・魚津水族館合同¥

¥ー・博物館教室・ノ
平沢の沌滝とトチノキ林

見学会

9月23日(秋分の日)

午前 9時埋没林博物館集合

午前12時解散小雨決行

小学校 5年生以上20名

(定員になり次第締切)

平沢の沌滝とその周囲に成立

しているトチノキ林で、植物

とカタツムリを観察します0

.申込・問合先

魚津埋没林博物館ft22-1049

-日時

-対象

-内容



魚津市の3大成人病死亡率の推移
(人口10万人対比)

226.6 
250 

みんなぞラって健康診断

oーがん(悪性新生物)
・ト一心疾患
。一一脳血管疾患

50 

0 
昭和45年 50年 55年

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
名
誉
院
長
、
市
川
平
三
郎
さ
ん
に
は
、
こ
ん
な
逸
話
、
か
あ

り
ま
す
。
あ
る
胃
が
ん
の
勉
強
会
で
の
こ
と
。
エ
ッ
ク
ス
線
フ
ィ
ル
ム
の
見
方
を
解

説
し
て
い
た
時
、
一
枚
の
フ
ィ
ル
ム
を
見
て
「
こ
れ
こ
そ
早
期
の
粘
膜
か
ん
で
す
。

い
ま
手
術
す
れ
ば
必
ず
治
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
こ
の
人
の
名
前
と
年
齢
は
つ
・
」
と
尋

ね
て
、
そ
の
答
え
は
「
市
川
平
三
郎
、
日
歳
で
す
」
。

翌
日
、
当
時
の
石
川
七
郎
院
長
に
報
告
す
る
と
、
石
川
さ
ん
は
握
手
を
求
め
て
「
お

め
で
と
う
。
粘
膜
、
か
ん
だ
し
、
胃
か
ん
を
専
攻
す
る
医
師
か
胃
、
か
ん
に
な
る
の
は
幸

運
で
す
よ
」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
昭
和
国
年
の
こ
と
で
す
。

統
計
に
よ
る
と
、
日
本
人
の

4
人
に

1

人
は
が
ん
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。
永
い
間

脳
卒
中
が
死
亡
原
因
の
ト

ッ
プ
で
し
た
が
、

昭
和
問
年
に
が
ん
が
こ
れ
に
か
わ
り
、
以

来
、
今
日
ま
で
第
一
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
は
明

え
続
け
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
の
多
く
は
働
き
川
崎
り
に
な
る
と
現

れ
る
の
で
、
成
人
病
の
一
種
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
は
初
歳
代

か
ら
増
え
始
め
、
胃
が
ん
は

ω歳
代
、
肺

が
ん
は
印
歳
代
か
ら
急
増
し
始
め
ま
す
。

ω歳
か
ら
悦
歳
で
は
、
死
亡
原
因
の
実
に

4
割
以
上
が
が
ん
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
男
は

ω歳
、
女
は
ぬ
歳
か

ら
を
が
ん
年
齢
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

4年60年平成 2年 3年

が
ん
は
治
り
ま
す

が
ん
は
、
確
か
に
恐
い
病
気
で
す
が
、

医
学

・
医
療
の
め
ざ
ま
し
い
進
歩
で
、
治

す
こ
と
の
で
き
る
病
気
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
特
に
、
早
期
に
発
見
し
、
治
療
し
た

が
ん
は
、
極
め
て
高
い
確
率
で
治
り
ま
す
。

上
の
グ
ラ
フ
は
胃
が
ん
の
進
行
別
の

5
年

生
存
率
を
示
し
た
も
の
で
す
。
早
期
の
発

見
と
治
療
が
多
く
の
人
の
命
を
救
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
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[資料]第50回日本癌学会総会
「めざましい極治療の進歩」平成3年
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一
度
は
検
診
を

早
期
発
見
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
が
、
定
期
検
診
で
す
。

し
か
し
、
魚
津
市
の
受
診
率
は
非
常
に

低
い
の
が
現
状
で
す
。
ど
こ
も
痛
く
な
い

か
ら
、
面
倒
だ
、
あ
る
い
は
何
か
発
見
さ

れ
た
ら
恐
い
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の
原
因
が

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
が
ん
は
静
か
に
進
行
し
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
が
ん
の
権
威
で

市
民
無
料
相
談
(
鵬
密
刊
)

月

金
日程
日

9
時
i
口
時

V
市

民

相

談

V
行

政

相

談第

1

・
第

3
木
曜
日

V
法

律

相

談

(
予
約
制
)

第
4
火
曜
日
日
時
j

日
時

い
ず
れ
も
市
役
所
市
民
相
談
室
宮
お
|
1
0
1
5

ム

M
I
l
l
i
-
-ム
M
I
l
l
i
-
-
-ム
M

V
人

権

相

談

第
2
金
曜
日
日
時
i
凶
時

サ
ン
プ
ラ
ザ

3
階
ス
タ
ジ
オ
広
場

開
合
先
富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局

岱

幻

|
0
4
6
1

V
教

育

相

談

月
1
金
曜
日

9
時
j

M
時

第
1

・
第
3
土
曜
日
9
時
j

ロ
時

魚
津
市
教
育
セ
ン
タ
ー

8
n

|
1
7
1
7

V
母
子
・
家
庭
・
児
童
相
談

月
1
金
曜
日

9
時
j

M
時

市
役
所
社
会
福
祉
課

企
幻
1
1
0
0
6

ム

M
I
l
l
i
-
-ー
ム

M
I
l
l
i
-
-ー
古

V
就
業
相
談
火
・
水
・
金
曜
日

9
時

j

M
時

市
役
所
商
工
観
光
課

8

n
l
1
0
2
5

V
高
年
齢
者
職
業
相
談
月
i
金
曜
日

9
時
l
η
時

市
役
所
高
年
齢
者
職
業
相
談
室

g
n
l
2
2
0
0
内
線
1
6
4

V
パ
l
ト
雇
用
相
談

月
i
金
曜
日

9
時

;
口
時

魚
津
公
共
職
業
安
定
所

公
μ
|
0
3
6
5

V
住

宅

相

談

第
2
水
曜
日
日
時
j

同
時

市
役
所
第
4
会
議
室

魚
津
地
域
住
宅
相
談
所

m
u
n
l
5
0
7
8
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-
応
急
手
当
を
覚
え
よ
う
.

9
月
9
日

は

救

急

の

自

ら

9
月
3
日
i
g日
は

救
急
医
療
週
間

あ
る
市
川
平
三
郎
さ
ん
で
さ
え
も
自
分
の

が
ん
に
気
づ
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

検
診
で
異
常
が
発
見
さ
れ
な
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
も
し
、
が
ん
が
発
見
さ
れ
て
も
、

そ
の
段
階
か
ら
治
療
を
開
始
す
れ
ば
、
治

る
確
率
も
高
く
な
り
ま
す
。

が
ん
年
齢

に
な
っ
た
ら

年
に
一
回
は

検
診
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

平成6年度魚津市の

がん検診受診率

胃がん 20.2%

肺がん 10.0%

大腸がん 8.1% 

子宮がん 15.6% 

乳がん 16.7%

《
週
間
中
の
行
事
》

9
月
3
日
(
日
)
午
後
ロ
時
日
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
3
階

K
N
B
公
開
ラ
ジ
オ
番
組

「
サ
ン
サ
ン
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
で
、
魚
津
市

消
防
長
中
西
国
博
が
救
急
の
現
状
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。

同
時
に
、
心
臓

・
呼
吸
停
止
の
患
者
に

施
す
「
心
肺
蘇
生
法
」
の
実
技
指
導
を
行

い
ま
す
。

※
心
肺
蘇
生
法

人
工
呼
吸
と
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
組
み

合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
ロ
か
条

あ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
が
ん
に
な
る
原

因
と
し
て
食
生
活
と
契
煙
が
共
に
約
3
割

を
占
め
て
い
ま
す
。

が
ん
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
、
健
康
で

あ
る
た
め
に
、
食
生
活
を
含
め
た
生
活
習

慣
を
、
改
め
て
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

4
l
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
る
。

2
、
毎
日
、
変
化
の
あ
る
食
生
活
を
。

3
、
食
べ
す
ぎ
を
さ
け
、

脂
肪
は
ひ
か
え
め
に
。

119番
あわてずに

住所・氏名をはっきりと

平成6年度救急出動 946件

週
間
中
、
消
防
署
で
は
、
ミ
ニ
救
急
車

の
試
乗
や
心
肺
蘇
生
法
の
指
導
を
随
時
行

い
ま
す
。
新
し
く
な
っ
た
消
防
署
ま
で
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
消
防
署
で
は
、
町
内
会
や
グ
ル

ー
プ
か
ら
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
週
間
に
関

係
な
く
、
蘇
生
法
や
消
火
訓
練
な
ど
の
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

魚
津
市
消
防
署

mum
i
o
-
-
9

4
、
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。

5
、
夕
、
ハ
コ
を
少
な
く
す
る
。

6
、
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
と

繊
維
質
の
も
の
を
多
く
と
る
。

ア
、
塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、

熱
い
も
の
は
さ
ま
し
て
か
ら
。

8
、
こ
げ
た
部
分
は
さ
け
る
。

9
、
か
び
の
は
え
だ
も
の
は
食
べ
な
い
。

旬
、
日
光
に
あ
だ
り
す
、
ぎ
な
い
。

竹
、
適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
。

位
、
か
ら
だ
を
清
潔
に
。

が
ん
検
診
の
日
程
な
ど
は

次
ぺ
l

ジ
に
記
載

健
康
さ
さ
え
る
周
囲

-
R

み
ん
な
の
眉
恒

a
u

市
保
険
年
金
課
保
険
係

g
m
1
1
0
1
1
 

1
保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
|

現
在
使
用
中
の
国
民
健
康
保
険
証
(
水

色
)
の
有
効
期
限
は
今
月
末
と
な
っ
て

い
ま
す
。
問
月
|
白
か
ら
は
、
新
し
い

保
険
証
(
黄
色
)
に
変
わ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
は
、
区
長
さ
ん
を
通

じ
て
各
世
帯
に
配
布
さ
れ
ま
す
。
今
ま

で
の
保
険
証
は
返
し
て
、
新
し
い
保
険

証
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

ー
保
険
証
は
大
切
に
|

保
険
証
は
、
国
保
の
加
入
資
格
を
証

明
す
る
と
と
も
に
、
病
院
な
ど
で
診
療

を
受
け
る
た
め
の
大
切
な
受
診
券
で
す
。

v-父
通
事
故
の
相
談

・
魚
津
市
交
通
セ
ン
タ
l
a
n
-
-
7
4
7

月

j

金

曜

日

9

時
l
η
時

・
富
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

富
山
市
フ
コ
ク
生
命
第
2
ビ
ル
6
階

8
0
7
6
4
1
U
|
2
2
9
4
 

月
1
金
曜
日
9
時
叩
分
j
M
時

ω分

0
弁
護
士
相
談
日

第

2
、
第

4

木

曜

日

目

時
1
凶
時

・
県
民
相
談
室

(
総
合
庁
舎
内
)

合

引は

|
5
3
1
1
内
線
2
5
0

第

3

水

曜

日

日

時
1
日
時

V
健
康
・
介
護
相
談

水

曜

日

9

時

1
日
時

魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー

8
M
l
3
9
9
9

V
福
祉
・
介
護
相
談

常
時
(
M
時
間
)

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

8
M
l
8
4
8
4

V
心

の

相

談

月
j
金
曜
日
9
時
1
凶
時

V
工
イ
ズ
相
談

月
j
金
曜
日
9
時

l
m時

検
査
日

・
火

曜

日

日

時

1
日
時

い
ず
れ
も
魚
津
保
健
所

公
μ
|
0
3
5
9

魚
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
(
百
楽
荘
内
)

月
j
金
曜
日
9
時
j
同
時

8
m
ー
0
8
9
9

.
一
般
相
談

(
常
設
)

心
配
ご
と
/
生
活
福
祉
資
金
貸
付
/
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
専
門
相
談

(月
1
回
、
午
後
1
時
j
4
時
)

法
律
(
第
l
火
時
)
/
健
康
・介
護
(
第
1
金
叫
)

医
療
(
第
2

H

)

/
税
金
(
第
2

H

)

行
政
(
第
3

H

)

/
人
権
(
第
3

H

)

児
童
(
第
4

H

)

/
婦
人
(
第
4

H

)

自



-理-霊2・区F 受診票・健康手帳
之Z〉3L、 場 実施日 交付時間 Azz 、 場 実施日

6日 9 : 30~ 11 :00 大町公民館 22日魚津漁協
~1<) 13: 15 ~ 15: 00 件吊同 徳 寺 種目

市民研修センター

13日 9 : 30~ 11:00 大町小学校 26ω 日(旧市民会館)

大町公民館 りぬ 13: 1 5~ 15:00 志むらの湯

19日 9 :30 ~ 11:00 大町公民館
日力厚生会館 27日~ 13: 1 5 ~ 15:00 大光寺公民館

大町公民館 新川ハイツ
りぬ

20日 9 : 30~ 11 :00 

受付時間

9 : 30~ 11 :00 

13: 1 5~ 15:00 

9 : 30~ 11:00 

13: 1 5~ 14:30 

9 : 30~ 11:00 

13: 1 5~ 14:00 

14 : 30~ 15:30 

胸部レントゲン検診

(結核 ・肺がん検診)

の結果通知について

7月21日までに受診され

た方で、個別に結果通知が

届かなかった方については、

特に異常な所見は認められ

ませんでした。

来年も受診しましょう 。

村木公民館 (7.1<) 13: 1 5~ 15 :00 がん検診・・・電話でのお申し込みは、検診日の10日前

までに健康センターへ

回亙置璽・ ロF 個別案内のはがき・健康手帳

内 H廿F 実施日 ・会場 受付時間

胃 カ1 ん 7日側一加積公民館 8 : 30~ 9:30 

8 : 30~ 9:30 
大腸かん

25日何一市(民旧研市修民セ会ン館タ)ー
13 : 00~ 14:00 

子宮かん 1 3 : 00~ 14:00 

手し が ん 29日働一道下公民館 1 3 : 00~ 14:00 

-信義書留藷俊倒産3EEZiEE蛍長司昭事戸健康手帳

ぷヱ〉ミ、 場 実施日 受付時間 iヱhス、 場 実施日

下中島公民館 4局 1 3 : 00~ 14:00 農改村善環セ境ンター 22昼
本江公民館 11属 " 魚津漁協 25日
道下公民館 18日 9 : 30~ 10:00 経団公民館 伺)

大町公民館 (円) 1 3 : 00~ 14:00 健康センター 29昼

-大腸かん検診(便潜血検査)

腸からの出血の有無を調べることで、

大腸がんを発見できます。

自宅で採便(2日間)するだけです。

料金700円。

健康センターま たはがん検診会場で

お申し込みくださし、。

受付時間

1 3 : 00~ 14:00 

9 : 30~ 10:00 

1 3 : 00~ 14:00 

" 

0内容 :健診結果の見方、

高血圧や精尿病な

どを予防するため

の生活 ・食事指導

など。

....r 1 高 i 温!:1'ヨE草刈司;i!.;~司~~ー-1"'_二二J 斗辺司師!l_~".... ・・明・・・・
・・・・・・'.'.!~~I"'~守多例圃E軍司~函・・v プ・・.1..ムa二V/ヲ. "."-1Iiiií1・~.盲目困・・3・・・・・ 勢rezl足主主;z子供のために

あとびっこ相談会平成7年度の健康診査をもう受診されましたでしょうか。

今年も日中、仕事等で受けられなかった方のために下記のと

おり休日 ・夜間健診を実施いたします。

結核検診と肺がん検診 ・基本健康診査を同時に行いますので、

いずれか 1つでも、まだ受けていない方は、是非受診されます

ょっお知らせいたします。

月 日 時 問 場 所

9月8日働 午後 5:00~ 8:00 市民(旧研市修民セ会ン館タ)ー | 

9月10日(日) 午前 9:00~11 :30 健康センター

9月12日ekJ 午後 5 : 00~ 8:00 健康センター

*受診票 ・健康手|脹をお持ちの方はご持参ください。

*市の健診を受けない方 (職場で受けられる方など)は連絡し

てください。

魚津市健康センタ- ft24-3999 

自

子供のアトピー性皮膚炎やアレ

ルギー疾患などで悩んでおられる

保護者の方々を対象に、講演と個

別相談会を開催します。

お気軽にご相談ください。

o 1回目 9月8日働
「アトピー性皮膚炎とスキ ンケア」

富山労災病院 倉田幸夫先生

02回目 9月22日働
「アレルギー疾患(主に小児ぜん息)

について」

富山労災病院新谷尚久先生

0時間午後l時30分~
o申し込み・問い合わせ
魚津保健所保健班



ゎ?ぎ啄のヲL程

間合先魚津市健康センター
(魚津市吉島1165ft24-3999) 

ι 占れ東尾崎1

(平成6年仰¥j~ ~.. C>>OCDCD GT母子手帳

+休日当番医
日 一 均支 医

3日 沢口胃腸科クリニック
(日) (火のを;町・22-1748)

10日 浦田病院(内科)
(日) (本江 ・22-5053) 

15日 浦田病院(外科)
住包 (本江 ・22-5054)

17日 江幡医院
(日) (浜続回・ 22-5052) 

23日 大崎医院
出 (北鬼江 .24-0301) 

24日 扇谷医院
(日) (友道 ・24-1355)

10/1日 河内内科医院
(日) (下村木 ・22-3210)

日 陸&止・i 科- 医

3日 堀川歯科医院
(日) (主音IS市 ・54-1182)

10日 峰村歯科医院
(日) " .52-0070) 

15日 貢(田中)歯科医院
自釦 " .54-3513) 

17日 渡辺歯科医院
(日) " .52-0164) 

23日 小倉歯科医院
出 " .54-0418) 

24日 阿部歯科医院
(日) (朝日町 .83-2256) 

10/1日 歯科魚津医院
(日) (入善町・ 74-0158) 

新川地区

休日夜間急患医療センター

(黒部市消防署向側 ft54-0731) 
診療時間午後7時-11時
診療科目 内科・小児科・外科

内 n合~ 対 象 実施日 受付時間 ~ 、 場

マタニテ(Bィセミナー 妊婦とその家族 22日⑥ 9 : 00~ 9:30 健康センター
コース)

股関節脱臼検診 j前3か月児 7日附 13 : 00~ 13:30 魚津保健所

4か月児健診 4か月児 14日側 1 3 :00~ 13:30 

8か月児健診 8か月児 20日制 1 3 :00~ 13:30 
健康センター

離乳食指導 8か月児 今月は行いません

1歳6か月児健診 1歳6か月児 26日閃 1 3 : 00~ 13:30 

3歳児健診 3歳6か月児 6日.13日制 1 3 : 00~ 14:00 魚津保健所

8日働 9 : 45~ 10:00 野外遊び

育児サロン
未就園児と 13日tJ<) 9 : 30~ 10:00 松倉公民館
その家族

20日制 9 : 00~ 9:30 野方保育園

青島すくすく 8日@ 9 : 45~ 10:00 野外遊び
サロン

OGoe ぽ 予診票と母子手帳
対象疾病 対象年齢 実施日 該当 地区

5日ω 大町、下中島、上中島、松倉
6日tJ<) 本江、上野方

急性灰白髄炎 生後 7日側 経団、天神(ポリオ) 3 か月 ~ 1 8か月

8日働 加積、片員、西布施
12日閃 道下、村木

日本脳炎
生後 13StJ<) 経団、西布施、片貝36カ通月 ~60カミ月

(注)以上の予防接種は、すべて健康センターで行いま蕊受付時聞は13:30-14:00で蕊
なお、ツベルクリン反応検査、 BCG接種は、今月は行いません。

麻しん
(はしか) |生後

風 し ん I12か 月 ~36か月I .1 c...J.r n -_ JU/.r n I風しんは、麻しん接種の後に受けてください。
(三日ばしか) I 

所定の医療機関で受けてください。

実施日

7日附・21日附
受付時間 A 

Z三 場

9 : 30~ 15:30 I健康センター

a 



シυース⑧

米の集荷作業

昭和20年 8月15日。この自の 2、3年前後は、極端に

食糧事情が悪かった。食糧に限らない。ありとあらゆる

生活必需品が足りなかった。終戦前は軍需が最優先であ

り、生産する労働力も戦地へと行ったからだ。

戦後は、その傷あとを引きずった。魚津市史によれば、

終戦の年、昭和20年の米の生産高は、明治末以来の大減収

だったと記されている。昭和22年には、昭和天皇が来市

きれ、魚津駅での米の積み出し作業をご視察された。

写真は、旧下野方農協前での米の集荷作業風景である。

場所は、現在の本江公民館の横手、 小坂機業場の中にあ

たるという 。馬車に米俵を積み、駅へ持って行くところ

だろうか。ょうやく食糧事情も好転のきざしを見せはじ

めた、昭和24、5年のころと思われる。

昭和40年、 9農協が合併し魚津市農協ができる。下野

方農協は支所となる 現在の建物は、昭和41年11月にで

きた。そして、戦後50年。今、飽食の11寺代と言われる。

-
品
集
愛
己

漁
d
m
M
Jム
-5

欄…一……………………………
米
州
ふ
輪

「
著
い

1
。
暑
い
j
L
。
今
年
の

夏
は
半
端
じ
ゃ
な
い
。
猛
暑
を
通

り
越
し
て
酷
暑
で
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
熱
戦
を
繰
り
広

げ
た
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式

野
球
交
流
大
会
。
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
全
国
か
ら
集
ま
っ
・
た
野
球

少
年
た
ち
は
、
も
っ
と
熱
〈
燃
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
会
を
支
え

た
地
元
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
関
係

者
の
皆
き
ん
。
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。
今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
中
に

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
残
し
て
、

夏
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
(
I
)
 

今
月
号
の

2
ペ
ー
ジ
か
ら
載
せ

た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見

て
、
思
わ
ず
ニ
ヤ
リ
と
し
ま
し
た
。

市
政
情
報
の
入
手
先
と
い
う
質
問

で
、
広
報
が
ダ
ン
突
だ
っ
た
か
ら

で
す
。
し
か
し
、

ニ
ヤ
リ
の
後
は
、
す

ぐ
ヒ
ヤ
リ
で
し
た
。
逆
に
い
え
ば

広
報
の
ほ
か
、
ほ
と
ん
ど
情
報
が

伝
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
市
民
税
が
他
の
市
町
村
よ
り

も
高
い
と
い
う
誤
っ
た
情
報
に
基

づ
い
た
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

広
報
自
体
、
ど
れ
だ
け
の
情
報

を
伝
え
て
い
る
の
か
、
ど
れ
だ
け

読
ま
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
基
本

的
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
よ
り
見

や
す
く
必
要
な
情
報
を
|。

(
S
)

白

(平成7年7月末日現在)

人口 (前月対比)

(男) 23，482人(+14) 

(女) 25，463人(+21) 

計 48，945人(+35) 

世帯数 14，742世帯
(外国人登録者を含む)

市の人口


